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キーワード:インクルーシブダンス障がい児教育

体育の授業で健常児と障がい児が・1者に授業

を行うことをインクルーシブ休育という。

インクルーシブ体育では,障がい児の社会性

の向上や健常児の動きの模倣による身体運動ス

キルの獲得か'期待されている(長曽我部.1997)。

インクルーシブ体育における障がい児の態度

と変容をめぐって草野(20OD は,「イシクルー

シブ休育において障がい児側の態度とその変容

を探る研究は,障がい児の場合,白分逹が1珍常

児に受けノ、れられ,自分を発揮することに満足

できたかどぅかが重要である。しかし.本人へ

のアンケート調査等が困難なこともあり,障が

い児側σ)態度やその変容に関する研究はほとん

どされていない」という。このことから,イン

クルーシブ体育分野での障がい児側の態度や変

容に関する研究は発展途上の段階にあることが

分かる。

一方,日本での統合保育において本郷 a898)

は,障がい児をめぐる保育士や健常児との関わ

り,社会的相互作用を自由遊び場面のVTRに

よる観察記録を相互作用系列数・相互作用内容

、2008 午喫研究科大,院生
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といった測度を用いて分析している。このよう

に.統合保育においては.社会的相互作用に関

する石汗究はlfわれている。

そこで,インクルーシブ体育における障がい

児側の態度やその変容に関する研究データの蓄

枝をはかるため,統合保育に関する先行研究に

おいて用いられた手悲を参ぢとしつつ,本研究

では障がい児側の視点に立って研究を進めてぃ

くこととする。

インクルーシブ体育の運動領域の避択や創造

にあたって,ゲームのような競争的種目とダン

スのような協同的種目とあるが,恊同的運動の

開発はインクルージョン推進の立場からも注目

されている。以、下にインクルーシブダンスに関

する研究を概観する。佐分利(1997)は知的

障がい児と大学生による能力混合グルーブでの

即興表現か.障がい児のダンス学習にどのよう

な効果があるのかを検討するために軽度の知的

障がいと粘神障がいを合わせ持っ養護学校高等

部3年生の表現を動きのモチーフを中心に分析

し,関わった友達の動きとの関連と対象生徒の

表現の特性を毛察している。その結果,対象生

徒の動いた 16 のモチーフのうち 13 が,近く

ダンス教育グループ創作
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のグループや友達の動きに関係していたことを

明らかにした。また,岩谷(2009)はインクルー

シブダンス授業における,知的障がい児の文J象

児(2名)を呼丈り巻く教師及び交流6J;及児童と

の社会的相互作用に焦点を当て,授業観察と行

動分析を行った結果,2名の対象児どちらとも

グルーブ創作場面で他児との社会的相互作j打が

活発に行われていたことを明らかにした。

これらの先行研究の結果から,インクルーシ

ブ体育の授業を実践する場合,ダンス単元なら

ば,障がいのある子どもは障がいのない子ども

と関わりを持ち易いことが分かる。さらに,障

がいのある子どもは,インクルーシブな身体活

動を行うとき,動きの発現に際して,近くにい

る友逹の動きに影響を受けるのではないかとい

うことが示唆される。

よって,本研究では,研究の文1象にインクルー

シブダンス授業を取り_1_二げる。なかでも,木研

究では障がい児を取り巻く相互作用が生起し易

い学習場画としてグルーブ創1作学習の場画にお

ける「障がい児を取り巻く社会的杣h1作用"の

様相」に着目し,ぢ察を進める。

先行研究で岩谷(2009)は,ヌ1条となる障

がい児の創作活動中のポーズの変化と健常児と

の関わりに着則し,イ建常児の「笑いを共有する」,

「促す」という関わり,及び文1イ央児による健常

児の中剣放」によってポーズの変化が誘発さ

れたことを明らかにした。そこで,本研究では,

インクルーシブダンス授業におけるグループ創

作場面で観察された障がい児を取り巻く相互作

網とポーズの変化との関連に焦点をあて,より

只体灼に集団での創作活動における陣がい兇の

変容を明らかにしたい。

さらに,障がい児と他児との相互作用におい

て教師がどのような媒介機能を担っているかと

いう視点からの分析も必要(本郷.1989)で

あることから,教師の指導行動に着目し,グルー

プ活動が活発になるための効果的な指導のあり

方をも明らかにしたい。

よって,①教師のグループに対する指導②A

児を取り巻く社会的相互作用とポーズの変化と

の関連性の2つの観点から吉察を進める。

本研究では.授業観察にあたり,実施愆図を

恊力校に説明し恊力を得た上で実施した。得ら

れた映像資料等の扱いについては,人椛や佃人

情報の保護に配慮した。

本研究の方法2.

2,1 対象児

本研究の文1今U旦は, A県B市立の公立小学校

の特別支援学級第1年牛の知的障がいを有する

女児(以下, A児とする)である。

参勺・観察から分かった八児の行動の特徴と

して'<1/~f丑jσ)こと力Sあげら才1る。

、L交流休介では,単元開始当初に交流学級先の

児竜の愉に人りたからないことが多い。環境

や場所の変化に弱いとも老えられる。

②気分の浮き沈みが激しい。特に不機嫌な時は,

他児を叩くといった暴力行為がみられる。具

体的には,特別支援学級の授業でカルタ取り

をしているときに,札が他児に取られて思い

通りにならないと手持ちの札を投げ散C,かし

大泣きしてしまった例もある。

③状況が分からない"寺やグループに入オ1ない

時・興味を示していない1乳よ後ろ手に組む姿

勢をとり視線が卜向きがちである。

④横れない人に1、1しては無口であるが,憤れた

人とはA児から会、1舌をする。交流体育中は,

授業扣凹教師の問いかけに文すして秘極的に挙

手をして発言するといった行動も見られるこ

とから,教師の注門を受けたがる性格ともぢ

えられる。

交流学級先の児童は第 1学年で男子器名,

女子 13名の計39 名であった。交流学習では



体育科.図画工作科・,音楽利,の授業を特別戈援

学才及に在籍する児竜3 名と1月当初から同じ

場所で学んできた。

2.2 対象とした観察授業場面

体育科・での交流授業を対象とした。単元は,

表現りズム遊びで題材は牛,部余の光景」
ーーーー、^

しめつ

た。このうち,本研究では. A児と他耆との掬

互作用の様相の変化を検肘するために,第'1時

の「次回のホーズをぢぇる課題に向けてグルー

ブ分けをする場画」と第泓1寺の fグルーブで

最後のポーズをぢぇる場面」の二つの場血を抽

出し,ビデオに撹影して観察・分杤を行った。

ルドノートを記録した。その際,八児を取り巻

く人闇関係や健常児との交流に着目し,フィー

ルドメモを記入した。

2)分析測度を用いたVTRによる行動分析

表2に相互作用を分析する測度を定義した。

支2 には,本郷 a989)が作成した測度を参

ぢに、新たにグループメンバーの児竜の項目と

教師の反応の項目を付け加えた。分析の際には,

相互作用が発牛した甥画を記述し,相互作用が

発生した状況,働きかけの形式・内容,文、1象児

や教師の反応にそれぞれを分頬する。考察の際

には,分麺された頻喫の計数を基に秀察を進め

る。

表] 対敦授業の展開(全14時問中8時問)

2.4 観察方法と分析測度

1)対象児に対する小学校生活での参与観察

文、1象児の 1日の学校生活を振り返りフィ

1 「11
戸血し紳習と次回の'1(時措D /11 (全時惜D
1ルーフ耐鄭忍

/1'1(全時問) 1(時惜D クJレーD

,十ユー3、式オC

} 1堺

、、1加一ーー1..
●部W 一抑 1-,ゞ・、、.,,'、',1^^ーーーーー^^ー^]一ー^▲^ー^ー^ーーーー^ー^ーーー1
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1 ・13(時問)/11(全時問)1通し練習 1
期 i-ー^^ーーー・・・ー・÷・・・・・・・・・・上一ーーーーーエ1一Σ一1

1 11-1{時惜D/1'1(金時問)1、旦」旦土「のTL'耕羽 1

2.3 観察期問

表現りズム遊びの単元の授業観察は約3週闇

(全 N時闇中別時間)実施した。なお,分杤

にあたっては第1時から第2時までの授業を前

期,第4時の「グルーブ分けをする場砥力と第

5時の「グループで最後のポーズを吉える場面」

の授業を中期,7時以降を後期としてまとめた。

ゴーー

ア.<教師が対象児に働きかける際の状況>
1.対染児が相互作用を開姑した

2.教蹄が相互作用を闇始した

3、教師と11象児との相互作用が行・われてぃる 1
あ.くグループメンバーが対象児に働きかける際 1

の状況>
対条児が棚互作用を闇始した

グルーブメンバーが相互作用を開始した,
グルーブメンバーと対象児との相互作用が,
コ..,、、ー^^

1丁われている

イ.<教師の働きかけ形式>
、二呈一

発声のみのものナe jI1

発声十動作:発声÷身振り,発途十触るな.
どといったように発盗に何ら

かの動作が同時的.継続的に 1
付け加わったもの

作:身振り,指さし.触るなどの動3

動作で,発声を伴わな{゛もの

..^ーー.●一

声:発鄭のみのもの1.発

2.発声十動作:発声+身振り.発声+触るな
どのように発声に何らかの動

作が同時的,継統的に村け加 1
わったもの

作:身振り,指さし,触るなど仍動3

動作で.発声を伴わないもの 1
ウ.<教師の働きかけ内容>

止:ヌ1象児やグループへの行動の,^、

禁止

示:女1象児やグループに対する行指')

動の指示
3、叙述等:対染児やグループの行動,あ

るいは外界の事物・事象につ

いての叙述。非難,賞賛など 1

も含む

問:対象児に文・1する質問^1

の他:物のやりとり,対象児への援D

助など

グ

表2分析測度
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明:主に.録音状態が悪く,教師不6

の発声が聞き取りにくいもの
う.<対象児とグループメンバーの働きかけ内容>

グループメンバーが笑う笑 つ

対象児にポーズを促すす促

述等:対宮U旦やグループの行動、あ叙

るいは外界の事物・事象につ
いての叙述。非難,賞賛など
も己む'

4.その他:物のやりとり.対象児への援
助など

明:主に、録・竒状態が悪く,グルー不5

プメンバーの発声が開き取り
にくいもの

エ.<対急児の反応>
1.ポーズをとる:教師やグルーブメンバーの働き

かけに対して,ポーズをとるこ
とで反応を返している場合

従 う:教師やグループメンバーの働2

きかけに対し,働きかけに応

じた何らかの行動変化(見る
を除く)を起こした場合

う:教師やグループメンバーの働笑3

きかけに対し,笑いを返した

場合

見 る:教師やク'ループメンバーの顔,4

あるいは教師の指示したもの

などを見るだけで.その他の
行動変化を起こさない場合.

R :何らかの行゛力変化を起こさな 15 N

いH}f丁

集合する場面でのA児の行動とグループメン

バーとの関係, A児に対する教師の指導につ

いて以下に時間を追ってその様子を記す。

3.2 5時問目~グループで最後のボーズを

考える場面~

表3にダンス授業でA児を中心に撮影したV

TRの映像から,①授業担当教員(T D の行

動,②対象児の行動,③グループ内の他児の行

動,④他の児童・教員の行動を抽出し,誰が何

3.1 4時問目~グループ活動の場面~

の映像から,グループごとに分かれてVTR

最後のポーズの場所へ交流体育時のグ

ループごとに集合する際に,T1がグルー

プにヌ1してグループ名を呼び各場所にグ

ループメンバーが染まり次第座らせてい.

しかし, A児は右隣のB児に話しかた 0

八児からB児に抱きつくなどのスける,

キンシップをとっており2人とも釘分の

グルーブが呼ばれていても集合場所に移'

動せずその場にいた。

T3がA児とB児に近づき集合場所へ

行くように働きかけるが,八児は本来の

グループではないB児のグループへ移動

してしまう。 B児のグルーブで座ってい

る時からA児はポケットに両予を入れて

いる。 T 3 力迂3児のグルーブの遂いに気

付き 1・・糸行じゃなかった?・・庠行だった?」

とA児に問いかけるとA児はすぐに領い

.ーーいた。

T3がA児のグループの場所へ連れて

,行くと, A児は体の位置をグループメン

1 バーと向き合せることなく他の3人と少し
1 距離を空けて右端に座る。

座った画後は一点を見つめたまま無太

情になる。 T 1か'最後のポーズの位縱を

確認している際にはあくびをし,手恕さ

を辨ル台する。明日の活動(グループでポー{

ズを創ること)を全休に伝えてぃる町は 1
視線か、ド向きで目を細め,[_】をつむった

ほま冷たい表情をしていた。

3.結果と考察

<教師の反応>
1.話を聞く:対条児の,i舌を開いている場合

3)ダンス授業における相互行為分析

ダンス授業でA児を中心に撮影したVTRの

映像から,①授業担当教員(T D の行動,②

対象児の行動,③グループ内の他児の行動,④

他の児童・教員の行動を抽出し,誰が何をどの

ように行ったかを具体的に記述した。そして、

それらの行動の先行条件,対象児をとりまく

人々の働きかけや応答の様子・対象児の行'゛力の

結果といった前後の文脈から,グループ創作活

動場面におけるA児の①行動の変容,②身体技

能の変容,③人問関係の変容の3つの視点から

分析を行った。

1
 
2
 
3

え



をどのように行ったかを具体的に記述したもの

を示す。表にはグループ内の児竜(いずれも健

常児)を C I, C 2, C 3, C 4 と表記した。

表3 インクルーシブダンス授業におけるグループ創作活動の観察記録

教科:体育単元名:表現りズム遊び授業実施日:乎成19年11月He (本時5,14時)

"芋闇

弔^^^^^王^

0,00"

1:習摺動

ノルーブご1
とに鰯介

^

投樂扣上5教及〔TD

の行劃J

「肉だんこ(のよう

に小さく固まってグ

ルーブごとに染ま
る)になるところま

でいきます」
fいいねいいね、こ

こ1ミー,1

また,授業担当教員以外のサポート教員をT3,

T4 と表記した。

0' 3・1"

、1'}"

同じグループの女児C1に乎
引かれて CI・ C2 ・ C3とと

一緒に雙介場所に来る。場所

に箸き、 CI, C2 ・ C3の 3 ノ＼

が座るとC1から子を離し同

グループのメンバーが3/、禦

まって座っている場所の右端

に序る。股関節を内転させ縢

を開いてぺタリと座る。視線

はうつむきがちで仲闇と迎の

方に向けている。支恬は無い。

1 ・ C2が C、1を手択きし C3

C1の方を見ている時に

A 児も 3/、の方を見、

け寄って来た C、1の方を向く。

しばらく仲問の方をきょろ

きょろと視繚を動かしながら

見る。

1・ C2 ・ C3 ・ C、1が正血 デ'

向き休育座りに姿勢を正すと

A児も序り直すが、体台座り
にはならない。

仲問の方を見る。

文,1象児の行動

「白(グループ名)

女子どこ?教えてあ

;ナ' L J

1どこが休育序りが

主手か見るよ」
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』く立々」

をドンと・・打する。

「先生の方向いて」

「先生の力向いて」
』く立左

をドンと・・打する。

「いや~どっこも上

ニ;・1/1'^ 1-。 ( 1 つここ

のグループを指し
)はとびっきり上

子だけどね、こー.^、^

グルーブ内の

他兇の行動

徐々に指定の埒所に
CI ・ C2 ・ C3の 3 /、

が条まって来、窪り

始める。 CI・ C2

C3は雌んだり互い

に向かい合ったりと

座る位機や座る姿勢

を変えている。 C・1

は1人教室の後ろの

壁際に立っている。

「王1い」のμ子にlt;

えて)早い?まあ、ラ

サボート役のT3が

A児の後ろに立つ.

T1の視線と共に時計の方を見
ぐ)。

T3 がA児の後ろ

にかがみ込み、皆中

にふれて体育序りの

姿勢をとるように促
9。

全R視線をT1に注
目させる。

T3はグルーブの後
ろを適って立ち去る。

「( fども途皆の)告

筋が伸びた!」

1 他の児竜・教nの

1 行重力序

T1の視線と共に胖

集合場所は、前時の

授業で指定されたと

ころに同じ。

1' 13'

'トの方を見る。

ー・-1
しかける。 CHよ C2

と向かい合い応じる。1

(他のグルーブを指1
して)もすごく上手。1

C]・ C2が C'1をチ

招きし、教室の後ろ

にいたC4がグルー

ブの巾に加わって座
')。

、1/、で丸くなって座

皆様ら、先生の方に

おへそ向けちょうで

しょ。緬も目も心も

満点。満点」

「今日は將に男・fが

上子だ。男子が。 y

子が、女子はどうか

室内はざわつき始め
る。

T3の促しに珎じて体育座η

の亥勢をとる'

,峨.託北" 1の方に体を向け、体'

育座りの姿勢をとる。

『

(T 3 の'葉をう,
)「かっこいい!

女・「もパッチグー」
じは、このチーム

でね、今からね、J i'

後のポーズを、そう

だな、(時'汁をさし

て)長い針がね、

まで5分問でとびき
ηかっこいいボーズ

本"芋の課題

の伝述

CI・ C2も 1爰ろを拓1

り返りグループの中

心に説鞍を向ける。

それまでうつむいていた視線

がま?すぐあ力1り T1の方を

見る。

子ども途はT}の声

かけに応じ次第に背

筋を伸ばして体育座

りの安勢をとる。

C J ・ C2 ・ C3 ・ CJ

"筋を伸ばし、 TI

の方に向き池る。
C2 ・ C3, C4は T

と A児の力'に瀬を

向けて織子を見る。

を老えて下さい。い

いね。 5分。 6 まで。

いいかい?(・fども

2り
】1

も
ミ
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1' 53"

えて」

「6 でいいね。はい、

では寺え始めましょ

。どぅ二t』

(各グループを巡視
しながら)「やっ

てみて、やってみ

て。どんどんやって

みて。J Rよい、立っ
て、立って。どんど

んやる。作ってみる」

(ボーズを作ってい

るグルーブヘ)fおっ

いいね、いいね」

「ゞしって、立って。

やワてみる、やって

みんといけノV。やっ

てみる。はい、〕しっ

C。 uy巳述のグルー

プの前を通りなが
ら)座ってお話しな

んてしないでやって

'ループご

とに創作i舌

jj

体育座りの姿勢がくずれ、あ
ぐらになる。

2'] 8"

C、1の方を見る。

、げ鵬泌。 1
C2 ・ C3 ・ C、1の姿勢

2' 36'

みる。こんな感じど

う?つてやってみる。

・・・ー、1
いいぞいいそ。どん

とノυべコー,ー(フ゛マニ。」

仲闇の力を向いてぐっと近づ

さ、座っている。

仲闇と一緒に立ち上がる。

旺tl・1妾のホ、ーズ。」

T3がチを差し伸べ

ながら A児の力ヘ

向かってゃって来る。

グループに向か力L

はたらきかけて、いる,

宅内をjレさ11'りなが

ら、谷グルー・ブU〕様

.fを巡視している。

2'、11"

子ども述は思い思い

のポーズを次々に

と力ていく.

、1 /、力1そt1そ才1ポーーフ、寺して

いる姿を見つめる,工に C3

C'1を見つめる。視繚はうつむ

いー(いる。

全n固まって向かい

含い、座って話しA
いをしようとしてい

る。

T1の声に応じて全

員立ち上がる。

T ^1 力H',もホ・ーフ、庄

とっ〔_いtン1'こり〕)

「上おいい才江」 上こ

jLが力,カ、る,

次野引こ(〒グル・ーフ U)

子ども辻のi'動力井工

充になっ一Cいく。

室内は子ども述の歓

声に渦ちている。

をやや開き、斜めに

C3はイi足を]形則

に剛して縢を岫げ、

ノ'hに・大きく i栓ろに

伸ばし、C1向腕をビン

と仲ばすポーズをと
る。 C1はしゃがん

でイ_i"を立て左膝を

床について両手を横
にひろげたポーズを

とる。 C4は C3と顔

を見合わせてにっこ

,)ナξう。

ポーズが終わり2人

は立ち上がる。

CI・ C2が向かい

すって立ち、鏡を見

るように互いのポー

ズを模倣し合う。片

下でYサインを作り

ルtをまげて額にあ一C、

もう片1恕訓、ナを曲け

て腰にあてる。片足

A児は2人の方に休を向けた

ままうつむいて立っている。

足先は内向きで、擶に力を人

れてぐっとj太をつかんでいる。

また、向足の税揣を触れ合わ
せながら力力ている、ル再宛は

体側につけ爪らし、(いる。

C、1のルと1"北ljに A 児山視郵

が上がり C}の動δを Lιつめ

る。右手で身山イル)きを菰く、

A児はグルーブ内、CI/、だけ

突っ立?たまま右 fの卵で口

をこすったりしながら C3・

C4の行動を兒ている。Πはへ

の字形に引き結ばれている。

前に下歩出して踵を

蝶につける。

C1が「最1妾のボー

ズ」と11iをかけ、 門'

を傾けながら笑顔

で上紀の CI・ C2の

ボーズを模倣してみ
せる。 C3も C4の動

きに応えてC4の方

を向き、両肘を曲げ

腕を赫の高さにあげ
る。 C4は C3を見返

す。

C I・ C2は向かい

合って笑顔でしゃが
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4' 03"

を 1歩前に出し踵を床につけ

[ポーズ2]。これは C2が

練習していたポーズの・一部を

取り入れた模倣である。

04' 08"

く。 C1は A 児から

離れる。 C2が右手

のノ、差し指を立てて

04' 15'

A 児は CI・ C2を見つめ、仙]

肘を曲げ手の平を開いたり纓

指と中指をつけたりして鍾山

前にかざす。表情は笑顔てあ

[ポーズ 3]。
続けてA児は両腕を斜め上

に伸ばして握り拳を作り、万

歳の姿勢をとる[ポーズ4]。

その1妾

C4の方へ2歩移動する。

A児に他のポーズ

を求める。

C'1は CI ・ C2 ・ A

児の前を跳びはねる。

C3は少し離れて

C】・C2・A児の方

を見ながらポーズの

紗習をしている。

C1が軒くジャンプ

して両肘を仙げ手の

平を開いて府の上に

かざす。体を左に傾

け左足を 1歩餉に出

して蹄を床につけ

る。これは C1が繰

り返し純習している
ポーズである。 C・1

が再びCI・C2・<

児のそぱに戻って来、
CI, C2 ・ C3は A

児と向かい合ってー

緒に同じボーズをす

る。 C4は1司時にしゃ

がんでボーズをする。

C2がA 児の前で

[ポーズ 3]と・手の

平を剛いた 1ボーズ

、U をしてみせる。
5 人はh1いに近ゴき

円 1こなりて・・・キ打に

ポーズをし合う。

0・1' 26"

04' 31'

, A児は、さらに1歩C4の方へ
"動し、 C2の動きを模倣して、

f,の、ドを開いた{ポーズ 4]

をする fボーズ 5]。仙j足は

内転Lイi足の仏川訓をi゛かせて

いる。にっこり上笑う。 A 児

は之らに1歩後遜する。

0'1' 36"

05' 02"

05' 16

A 児は、]人で[ポーズ 3]

〔ポーズ釘を続けて動く

[ポーズ6]。膝を4回はずま

せる。視線は下を向いている。

表情は笑節。

05' 35"

A児はー・踊C4の動きを見る。

05' 38'

C2 ・ C3 ・ C、1

また寓佳れ、 CIネ

と C2が向かい合い、

C3と C4が隣り合っ

て各自好きなポーズ

をする。

A児は両手を後ろ千に靴み、

仲闇から少し離れて立つ'

八児は、立ち位耀が後列リ,,端

と?夬まる。

C4が床上に仰向け,

になり両足を天井に

向けてバタバタと振

I T4 のルかけに応じ
1 て CI C2とがりー

七P6

A児は後ろ手を組んで立った

まま動かない。足を内転させ、

右足で左足の爪先を踏んでい

る。視線は仲問から離れて遠

くを見ている。

A児は両肘を曲げ両手で拳を

作って肩の上にかざす[ポー

ズフ]。

ダーになり、・一粘に

仲闇を動かしてグ

ルーブ内での立ち位

椛が決まる。

は「い力せーの、最

後のポーズ」のかけ

T 4 がグルー・ゾ{ニ

「(ポーズは)1夬 l t, 1

た?」と声をか;,る',{

Aと共に令員でタイ

ミングを合わせて、

それぞれのポーズを

純習している。

C2が<児に近づき

ポーズを促す。



05 、婦

05 '17

05 5]

C'1がその珂で飛び

跳ねる。、'丁fi,、・" UI
1 5/、全nでかけ声を」

1 かけタイミングを合0

・'。 1、__.__
゛^ Jナ

し、わせて・j〒にボ・ーズ
゛j

い

} C2がタイミ>グの前力でT3がグルー
A児も肢を曲け 11回スィング 1 確,ごをし、再び全負プのポーズを兒てぃ
してからその勢L.にのって、右 で木ースの邦習キす'る、

足を1出繭に踏み出L向子を る。

開いて11め上に両腕を伸ばす I T3が見てぃるのに

{ホーズ81。ど岱は笑瀬. 気づいた C1が勢い

T3と C1の方を笑頑で見ていよく走ってT3 に

とびつき、走ってヅる.

ルーフに戻る.

T'1のかけ声{こ合わ

せて全員でボーズを

とる。支偕は笑顔。

T'1のかけ禽に介わせて[ポーかけルに合わせて再

ズ田を七る。櫻線はやや下び全員でポーズをと

だが前を見る。よ佶は笑緬'る。表恬は笑頑。
グルーブでタイミングを介わ C I・ C2 ・ C3 ・ C、1

せて[ポーズ田をとる。 は行自のポーズの神,
隣の男子のケルーブ児は岡子を後ろ予に組み、 Nを紳り返している'

「」

にポーズの指遮をいを内転させ、右足で左足の爪 課題から離れて逓ん
ている、 1 おおー」 1 光をE古む。臣{を左に似iける。 だり紳、習Lたりを綬

と賞贅の,t,をあげる, T1の賞11の声を馳き、声の り返す、

方をi_主目する。グルーブの伸

05 00

ルーブのボーズを'1 1

種類真似Lてみせる。

(旧 13

06 19

06、 26"

07'(n

全員小さく鯵まり

C2を中心に';舌し合

いをしている。

C1がふざけて C2に

変な頑をして見せ

C2がC1を軽く突き
飛ぱす。

C31ミ 1 /、で左手を

斜めに上げそれを見

る。 C4工椅 fに座

り呰の1茶子を見てい
勺暑

全ι1、
フンと J三、
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07 19

07' 25"

T ・1 が「(ポーズは) 1
1夬まった?せーのー

さノUはい巽とグ,

ブに街をかける。

剛とは一籍に動かない。仲問 1
がばらばらに動いている時は、

岼泌"ー、-1のグループに向けて無女佑の

07' 31"

まま動きをじっと見ている。

呰が細を見合わせた疑湘、ク

ルーブの方を向き疏り、タイ

ミングを合わせて笑細で両
腕を"め上にあげてポーズ

{ボーズ 81。視繚は隣の C、1

の力を依}いている。

視繚を上げT3の力を見なが

ら「ポーズ8j をしてみせる。1

表諸は又鍾。

07'、19

は寸ぐにポーズをや'

・、"迦"弱。1

・斉にボーズ 1 T3もT1と同じよ

うにA児逑のグルー

プを指差し「かわい

い」と声をかけてい

08' 02'

冉む;かけ声:一介わせ

て全Rでポーズの紳
コ〒1
1'1魯

T1が立ち去ると}る。

CI・C2・C3・C'1

T3 が去った後、軽くジャン

ブしながら5回両足を湖いた

り閉じたりする'

A児は皆と・1各に繁まりに加
わる。

08' 08'

T3 を囲んでT3の

動きを見ている.

T1が A 児辻のグ

ルーブの前に立ち、

「ム1後のポ・ーズ」と

j替をカヰナて1、占支キー

打する。 T熊まA児

堂のク'ル・ープのボー

ズを見て「あらかわ

しユ、」 i ここここ註

かわいい。かーわー

し辻七と jおをかけ、
立ち去る、08'ト1'

両手を後ろ于に組み両足を内

転させ、仲問から視繚をはず

して隣のグループの力を見る。

T3がグルーブの前

にやって東る。 T3

は皆に「かわいい1

と盲って、村分も

皆と一籍にポーズをとる。血

手を開いて斜め上に伸ばして

大きく広げ、両足を府幅より

も広く開き、右足をやや斜め 1

前方に出して踵を肝ξにっける。1
視線は上向きでT1の方を見

[ポーズ 1瞬。

' A児はT1が立ち去った後も

しばらくボーズを続け、 T1の

去った方向をしっと見る。

体全体を右方向(T1の去った

方向)へ捻り、右手を、ドげて

ね
一
、

し
る
ン

,
J
 
し
ミ
六

,
、
て
イ
れ

H
 
H
 
タ
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ご
亡
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0
 
方
児
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鵡
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08' 22"

08' 42"

左手を上に上げる。右足に体
重を移し、前に大きく 1歩踏
み込むような姿勢でポーズを
とる。視線は上向き[ポーズ

11]。
CI・ C2の後ろに正座して座る。

08'、16"

08'、19"

A児はC1の師を真っi苣ぐに
じっと兒ている。

08 51"

CI・ C2は床に座る。
C3・ C吼よ符子に座
る。

C1と A児が向かい
ノ、

つて座り、 C2が

にゃりて来てこ

A児は床にN-〕1町足を左右に
に大きく開いて床に両手を着
いている。

T3が訂分注のグループの前
に立ったのを見て、ー・瞬A児

は両膝を曲げ両手で2回床を
押して前かがみになり、上体
を起こしかける。

A児は再び両膝を伸ばして1'
右に開脚し、右手を開いて斜
め上に科1ばす[ポーズ 12]。

T3はC、1と河じボー
ズを模倣してみせ、

A児の綴を劇き込

む。 C、1もキ奇・fに座っ 1

せる。

C2のポーズを模倣
してみせ、 T3は段

宅の端の力へ歩いて
立ち去る。

た1犬,髪力、ら

がめてA児の方を
覗き込む。

C1は立ち 1二がり C2

のブjへ男女ナていく。
C吼才A児の典後ろ

の椅子へ珍動して座
る。

C 1 が T 3 の手 ι干.

引っばって訂分達の
グループの方に連れ
て来る。
T3が1励に立つと CI
は前に進み出て丁3
と向かい';う。,

C2 ・ C3 ・ C4は一斉

に立ち上がる。

C1はT3を見ながら
両予両足を典横に入
さく広げてホーズを

とる。

C・1も T3に1阿か力、C

両予を前に伸はして
ポ・ーズをとる'

C1は T3と1司じボーー

09' 03"

09' 08"

作をか,

T1のそばには、 A

リιと仲のよい B 児
が立乃ている。

09' 12'

09' 13'

09' 17"

T3は A 児 jt ωグ

1 ループのⅢⅡこ1、」かい,合って立つ,

09' 21"

09' 23"

C1と C2は向かい

へって「アルプス[1

・・万IU の乎遊びを
始め、 C3とじ1は後
ろからそれを眺めて
いる。

そのうち、 4/dよぱ
らぱら{■深題からは
ずれた行動をし始め
d)。

T3が立ち去ると同時にA児 1

T3も子ども達に向
かい合い、両足を広
げて立つ。右手を頭

の後ろ、左手を腰に
あててポーズをとる。

はポーズをやめ、

T3が歩いていく方向へ小走
りに遊る。教室の中ほどで、
他グルーブω指導をしていた
T1の前へ fをX1い小べながら
笑瀬で正り寄る。
八児は、'1'1山 f をとり、 TI
の節を兇 1.げながら笑緬で話
しかける'さらに T1の手を

引いて内分のbへ引き寄せ、

T1に"しかける、
●し終わると八兜は心り出し
由分のグルーブに戻って自分
の立ちイ立諮に着く。
A児は仲闇が遊んでいる様子

両手を後ろ手に組み両足..

を肩幅に開いて立乃て見てい
る。

仲問がぱらぱらに行動し始め
ると、 A児はそのままの姿勢

で頭を右へ捻り仲問から視線
をはずして逹くをじっと見る。

映像終了

09' 42"

丁1はA児の飾にか
がみj入み、視線を介
わせてA児の話を

馳く。

T1は他グルーブの
指典を続ける。

ズを模倣してみせる。1 続けて C1と同じ
C4はT3に向かって 1 ポーズを模做してみ

10' 04"

手を広げてポーズを
する。

1・ C2はさらに新
たなポーズをしてみ
せる。

表中の実線矢印は、行動の発信元とはたらきかけの対象を示し、点線矢印は行動の発生した時刻を示す。

立ち上がる。 1



3.2.]「観察」と「模倣」についての考察

「グルーブ内の C4がCI・ C2のポーズを模倣

している様子やT3がグループの子ども達の

ポーズを模倣している様子」をA児が観察する

行動が見られた(表 3 ・ 2' 36"~ 3'30"及び同・

フ' 01"~フ' 19"及び8' 46"~ 9' 03"参Π動。

このうち, C4がC}・ C2のポーズを模倣す

る行動が出現する先行条件としては,グループ

内で子ども達が自然とぺアを組み,二人で互い

にポーズの見せ合いをしていたことがあげられ

る。この時, C4は当初C3とぺアを組みそれぞ

れのポーズを出し合っていた。ひとしきり_二人

のポーズの見せ合いが終わってにっこり笑い合

い二人が立ち上がると,そのそばではC1とC2

がぺアを組み,向かい合って互いのポーズを鏡

のように村さ倣し合っていた。その間, A児は

誰とも組にならず,一人でうつむき力1酷鄭こ立ち

両手を後ろ手に組んでグループの仲問達の様子

を見ていた。 C4が仲問に向かって「最後のポー

ズ」とかけ声をかけ, CI・ C2のポーズを模倣

した時,ペアを組んでいたC3はC4の動きに

呼応するように動くが, A児はこの時はただ

両手を後ろ手に組んでじっとしたまま視線だけ

でC3・ C4の行動を追っていた。

その後も子ども達は 1分闇程度,あるいは友

達と二人で・あるいは自分一人で思い思いに

ポーズの練習を繰り返していた。そのうち,周

囲の他グループのポーズの構成がどんどん完成

していく。 CI・ C2・ C3・ C4もグループ全体

がーつにまとまったポーズの構成を意識し始

め,「いっせーの,最後のボーズ」と声をかけ

合って全員でタイミングを合わせてポーズをと

ろうとする。しかし, A児だけは皆の動きに加

わらず後ろ手の姿勢のまま動かない。 C2・C3

はA児の体に触れることで,初めてA児に対

面し自分達と一緒に動こうと誘いかけるのであ

る。

それに対する A児の応答は,いつもの後ろ

手の姿勢に加えて頭を右に傾けることであった

(ポーズD。この「、首を傾ける」動きは, CI・

C2が互いに披露し合いC4が模倣した動きに含

まれており,少女アイドルや女児向けキャラク

ターなどのポーズによくみられる「かわいらし

さ」のニュアンスを含む動きであった。 A児

が最初にグループの仲問に示したこのポーズ1

は, A児が日常的によくする A児らしいポー

ズと仲闇が創った動きを融合させたものである

といえる。仲問の動きを模倣し自分のポーズに

取り入れて見せることは,あたかも「私はあな

た達の様子をずっと見ていたよ。ほらね。」と

伝えているかのようである。

このA児のポース、1は, A児を取り開んで

いた CI・C2によって早速模倣されA児へと

フィードバックされる。ポーズ後,笑いながら

手を叩いたり跳び謝跡Qたりする C1やC2の様

子を見て, A児はこの授業で初めてにっこり

笑い,以後約 1分問にわたってA児は続けざ

まに仲闇と・源耆にポーズを倉嚇乍・表現するので

ある。仲問が他の子どものポーズを模倣した行

耐Nよ, A児にとっては行動見本としての役割

を果たしていたのではないだろうか。この写H列

から,仲間の前で他の子どもの動きを模倣して

見せ合う行動か,グルーブ活動へ受け入れられ

協同的活動の中で自分らしさを発揮できる契機

となっていたことがわかる。

A児のポーズ2とボーズ6はC2が練習して

いるポーズの一部を模倣し取り入れたものであ

る。 rc l・ C 2 の片手でVサインをするポー

ズをグループ内のC4が模倣している様子J を

A児は観察していた(表3 ・ 2'36"~ 3'30"参

照)。ポーズ2 には, C 2がとっていた片手で

Vサインをするポーズが取り入れられている。

A児は他児の行動を「観察」することによって

他児のポーズを「模倣」して(')たと穹えられる。

A児の普段の「模倣行動」については,以下

の事柄が観察されている。rA児は特別支援学
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級の児童と休み時間にごっこ遊びをよくする。

ごっこ遊びの中でA児は,お気に入りのキャラ

クターになりきり,遊びを引っ張る場面があっ

た。」遊びを通じてA児は模倣することを学び,

それが授業での模倣行動に転化したのではない

かと老えられる。

前述のように,インクルーシブ教育によって

障がい児には「健常児の模倣によるスキルの向

上」という効果が示唆される。本研究では,「模

倣」の前段階として「観察」という行動が存在

う4

することが明らかになった。

行動の

発生時問

(表 3参照)

3.2,2 A児を取り巻く相互作用とボーズの

変化との関連性

先行研究から示唆された耶章がい児は,動き

の発現に際して,近くにいる友達の動きに影紳

を受ける」という仮説を検証するために,扣圧

作用の測度を用いた。その分析結巣を表・1に示

す。

ID

01 1 0,

02

表4 社会的相互作用分析結果

相

0,

西二

03

作用

3' 30"

04

の

C )、 C 2、 C 3が皆の様子を見ているA児

の方に歩み寄る。C2はA児の腹に手を触れ、
C3はA児の肩に手を置いて話しかけ、 A児

にポーズを求める。 A児はボーズ1をとる。

内容

3' 40"

05

C ]、 C 2が2 回A児の真似をして笑う。そ
の様子を見たA児は2/、に向かってにっこり

笑う。

3 50"

C I、 C 2、 C 4がA児に近づく。 C I、 C
2がA児の正面に向かい合って立ち 2/、とも

A児の両肩と腕にポンポンと手を諮く。 CI

はA児から蹴れ、 C2が右手のノ、理し指を立

ててA児に他のポーズを求める。八兜はポー
ズ2 をとる。

06 4' 03"

07

C I、 C2がA児に近づきA兜の周辺でポー

ズの練習をする。 A児はC I、 C 2 を見つめ
ポーズ3をとる。

4' 08"

C3

08

A児達のグループメンバー全員でタイミング
を合わせてそれぞれ思い思いのポーズをす
る。 A児はホーズ4をする。

4' 15"

あ2

CI・ C2

C2がA児の前でポーズ3と手のひらを開い
たポーズ4をしてみせる。その後A児はポー
ズ5をとる。

い2

工2

CI

あ2

ア2 工2

う2

め2

い2

C4

工1

め2

う1 工3

い2

CI・ C2

ーーー●一~

・.1,11う3 1 工'1

め2

い2

あ2

う2 工1

う3 工、1い1

い3

あ3

工1C2

う4

い3

あ2

工1

い3

工1

イ2

対
象
児
の
反
応

働
き
か
け
の
内
容

働
き
か
け
の
形
式

'
!
:
ー
ー
ー

)

4、
つ

働
き
か
け
の
状
況

ー
ー
ー
十

4

行
為

十
1
十

3)し

グ
ル
ー
プ

メ
ン
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ヨ
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E
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E
1
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^
,
^
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E

1C

丁

事
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ノキナ
)

'
、
.ガ十

.

ノ

5つ勾よ

,
 
E
1
 
ー

0
】C

4一
つ

1C
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゜' 1

・01 ・・"

5' 35'
C2力し＼レ旦をボーズをする寺ち{迂陞へと連れ
て行く。

11

CBがA児に近づき、ポーズを促す
すA児がポーズフをとる

X児途のク'ルー

すかさ

C2

C2

あ2

あ3 い2
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う4

つ]

エ')

い2

工1

あ3

う」

工1

T3が八児達のグループの前にゃって来て1
ポーズを促す。その後、グループ全員で力斗ナ

市をかけタイミングを合わせて思い'思いの
ボーズをする。 A児はボーズ8 をとる。

し)2

工■

うD

ア1

1.8

う3

T 1がA児逹のグループの前に立ち、「最後

1

のポーズj と声をかけて太鼓を一手丁する。 そ

して、全員がポーズを返す。 A児はボーズ

ウ3

8 42

19

10をとる。

C1が正座をしているA児に触れる。触れら
れたA児はC 1を見つめる。

え1

工1

8 51" ア2,イ1

20

T3がA児達のグループの前に立ち「最後の
ポーズ」と声をかけて、グルーブ全員でポー
ズをとる。 A児はポーズ 12をとる

A児がT 1の手をとり、他のグループを指導
しているT1の顔を見上げながら笑顔で話し

かける。 T1はA児の前にかがみ込み
き、他のグループの指導を続ける

9 13

T4

1 ) 0

つ0

A1目

あ3

TI
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ア3 1イ 0
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表4から働きかけの状況として20事例のう

ち1事例がA児から教師に働きかけをしてお

り,残りの19事例は fグループメンバーから

A児に働きかけている」,「教師からグループメ

ンバーに働きかけている」,「グループメンバー

同士で働きかけが行われている」ことが分かる。

よって,対象授業ではA児から相互作用を開始

することが少なかったといえる。

対象児の反応では「ボーズをとる」が20事

例のうち13,H列(事例 I D ごとにカウントし

た)と最も多いことが分かる。「ポーズをとる」

に至った働きかけ内容は,グループメンバーの

「促す」が事例 I D 鴨・05・10の 3事例,教師

の「指示」力江打価Ⅱ D 16・17・19の 3事例,動

作のみによる「その他」の働きかけが事例 ID

06・ 07・ 08の 3 郭例,グルーブメンバー全員

でかけ声をかけるといった峅心心が艇例 ID

12・ 13・ 14・ 15 ・ 16の 5 1野列あった。「ポ・ーズ

をとる」反応が多かった要因として,「グルー

プでポーズを吉える」という学1培課題か影粋し

ていると吉えられる。さらに,「促す」,「指示」,

「叙述」といった言葉での働きかけ以夕Nこ「そ

の他」の事例 I D 08・09といった内容の動作

による働きかけにも,この学習課題が影粋して

いると老えられるだろう。

さらに,表4からA児力井受業中にとった12

ポーズ中,9ポーズが柘互作用を介した結果出

現したことが明らかになった。前出の佐分利

(1997)の研究結果と吉え併せると,「障がい

のある子どもは,障がいのない子どもと一緒に

身体活動を行うとき,動きの発現に際して,近

くにいる友達の動きに影響を受ける」ことの再

現性が検証されよう。

までの12種類のポーズを対象とした授業で

行った。細川ら(2005)が作成した創作ダン

スにおける技能の評価規準御からA児のポーズ

を分析すると,ポーズ1は「身体」の項目では,

「身体の・一部だけを動かし,その他の部分が使

えていない_1 太熟練の段階と評価できる(喪3・

3' 30"~ 3' 40"及び4' 26"参照)。その後のポー

ズ 2 (表 3 ・ 3' 5'1"参照)・ 3 (表3 ・ 4' 03"参

照)・ 4 (表 3 ・'1' 08"~ 4' 15"参照)・ 5 (太:ト

'1' 15"~ 4' 26"ぢ41買)・ 6 (表 3 ・ 4' 26"之)照)・

フ(表 3 ・5'38"参§粉には,腕の動き力1加わり,

ポーズ 8 (表 3 ・ 5' 55"・フ' 01"・フ' 19"り照)

10 (表 3,8' 02"参照)・ 11 (表 3 ・ 8' 1'1"参照)・

12 (表3 ・8'51"参照)は下腿の動きが加わっ

ている。つまり, A児はポーズ作成の過程の中

で腕・指先・下腿といった部位を多様に動かせ

る「身体全体を使える」段階へと進歩したと評

価i じきる。

「動きの変化(多様性)」の項何については,

ポーズ1からポーズ 10までは立ったポーズを

とっていたので商さの空仏田惑覚において「立っ

たままの動きが多い」未熟練の段階と評価でき

る。また,いずれのポーズも体幹を正而に向け

ていたことから方向の空間感覚において咋薪向

きの動きが多いJ 未熟練の段階と評価できる。

一方, A児はポーズ10において「桝線が上

向きで両手を開いて斜め上に伸ばして人きく広

げ.両足をj小昭よりも広く開き,右足をやや側

め前方に出して踵を床につける」平面的な姿勢

であったのが,「休全休を右方向へ捻り,、右 f

を凡ナてた乎を上に上げる。右足に休重を移し.

前に大きく 1歩踏み込むような」捻りと休!E

移動により立休感のあるポーズⅡに変化した。

さらに,ポーズ12でA児は両膝を伸ばして左

右に開脚し,お手を開いて斜め上に伸ばしてい

た。これらのことからポーズⅡは.方向の空

問感党において「体幹を捻る動きがある」「体

幹の面を変える動きがある」段階に進歩したと

3.2.3 グループ創作時にみせたA児のボー

ズにおける技能の変容

A児は後ろ手に手を組んで立ついつものポー

ズで頭を右に傾けるポーズ]から,ポーズ 12



評価できる。ポーズ12は,高さの空問感覚に

おいて「動きに高低がある」段階に進歩したと

評価できる。

これらの観察結果と評価規準を照合すると,

身体面と動きの変化一とりわけ高低左右前後と

いった多次元の空闇感覚一においてA児の身体

表現における技能が向 kしたと穹えられる。

3.2,4 中期のA児を取り巻く人問関係の変容

1時問目のグループごとに分かれて集合する

場面でのA児とグループメンバーとの関係は体

をグルーブメンバーと向き合せることなくケ

ループメンバーとの距籬は離れていた。そして,

表佶は口をつむり冷たい表佶をしていた。

・一方,5Π寺問目のグループでポーズを弓える

場面では,グループメンバーと共に活動に参

加することかできた(表 3 ・ 3'30"~ 126"

5 38"~ 6' 13"・フ' 01"~フ' 31"・ 8' 02"~ 9'

03"参照)。グルーブ内で皆と一緒にポーズを

している時は仲問との物理的な距離か近くな

り,表情にも笑顔が見られた(表 3 ・ 3' 42"・

姿勢は,腕も足も唇も閉じ,視線も下向きで相

手を真っ直ぐ見ることがないため,自閉的な暗

L)印宝でをぢ・える。

ところが,3.2.2.で述べたようにグルー

プの舛゛胡と一緒にポーズを創作「麦現できるよ

うになるとともに視線が上がり.腕が上に真っ

直ぐ伸びて大きく広がり,足幅も前後左右に大

きく広がって伸びゃかな明るい印象を与える姿

勢に変化していった。

しかし.仲間の意識かばらばらになったり仲

問が課題からそれた行動をし始めたりすると途

端にA児は腕を後ろ手に組んだ姿勢に戻る(表

3 ・ 4' 36"・ 6' 19"・ 626"・フ' 49"・ 9' 23"・ 9'

42"な4軸。

・・方,仲闇がA児に・一緒にポーズをするよう

直接働きかけてきたり,向かい合って同じポー

ズを一緒にしたりしたとき(衷 3 ・ 3' 30"・ 3'

54"・ 4' 08"・ 5' 35"参照)や,リーダー格の

子どもがグループ全体にタイミングを確認した

り全員で顔を見合わせてタイミングをはかった

りしたとき(表 3 ・ 5' 51"・フ' 01"参4御には,

A児は即座に仲問と息、を合わせて一緒に列K こ

とができている。

A児のこれら一連の行重川よ,舛唯Πの様・fや行

動を敏感に察知し,それに呼応して行われてい

るように見られる。

このように、市皿寺までは,普段から仲のいい

特別支援学級の同級生としか・・・緒に行動しよう

としていなかったA児であったが,グループで

の創作活動を通して,グルーブ内の交流学級児

童に受け入れられ,自分なりの身体表現の幅を

広げる経験を得ることができた。また同時に,

仲問の様子や行動に応じて自分も行動すること

ができるようになっていったのである。

さらに,5時朋目では「A児がT 1の手をと

り,他のグルーブを指導しているT1の顔を見

上げながら笑顔で話しかける。 T1はA児の前

にかがみ込んで話を聞く」という行動が見られ

51

4時間目と比較すると5時問目では, A児が

グループメンバーに受け入れられ恊同的活動が

活性化すると同時に,仲問との物理的な距離が

縮まり,うつむき冷たかった表1占にも笑顔か見

られるように変容したといえるであろう。

グループの仲問の行動に連動するA児の特徴

的な行動として,以 Fの喫柄があげられる。表

3の2'18"経過時に, A児らのグループはT I

から 1座ってお話なんてしないで立ってやって

みる。」と促されグループ創作活動を開始する

が, A児はその後1分半ほどの闇,両手を後ろ

手に組み足を内輪にしてじっとぅつむいて立っ

ている。これは前述のように"§兄が分からない

時やグルーブに入れない時・興味を示していな

い時にみられるA児独特の姿勢である。この

-
D見5

民

5

ぢ
ノ7

4514

7316

4

55



52

た(表 3 ・9' 12"~ 9' 17"参§動。 4時間目では,

A児から同じ学級に在籍するB児に働きかける

行動が見られた。 5時問目では,前出のように

グループメンバーや教師からの相互作用がほと

んどを占めており, A児からT 1に働きかける

行動は上述の1事例のみであった。事例は1つ

であるが,それまでは白分から交流学級先の子

どもや教師に働きかけることのなかったA児か

らT 1に働きかけを行っている点で, A児は5

時問目には,教師との人間関係も広がったと示

唆されるであろう。

3.2.5 教師のグループに対する指導と評価

授業観察表から分かった教師のグルーブに対

する指導と評価の特徴と指導の際のグループの

活動状況及びA児の行動の変化について亦例を

もとに述べていく。

グループごとに創作活゛力をする予習活動の当

初T 1は,ポーズを作っているグルーブへけ3つ

いいね,いいね。」と肯定的な評価をしていた。

また, T4からもポーズをとっている子ども達

に「おおいいね。」と声がかかり,次第に各グ

ループの子ども達の活動が活発になっていった

(表 3 ・ 1'53"参照)。そして,室内は子ども達

の歓声に満ちていった。 A児の隣のグループが

ポーズをとった際には, T 1が太鼓のバチを拍

手のように鳴らしその場にいたT3, T4 も「お

お~」と言いながら賞賛し拍手をしていた(表

3 ・ 3'00"参照)。その時,今までグループの

活動に参加出来ずに口をへの字に結んでいたA

児の口元がやや緩み表佶に微かな微笑が浮かん

だ(表 3 ・ 3' 03"参照)。また,教師らが1舞の

グループに拍手し,誉められた子ども達からも

「イエーイ」と歓声があがって拍手の音があが

ると同時に, A児らのグループは、一斉に隣の

グループの子ども達の方を振り向き,指導して

いる教師らと子ども達の様子をしはちく真剣な

眼差しでじっと見ていた。この後A児のグルー

プメンバーは初めて互いに声をかけグループ全

員でタイミングを合わせてポーズをとった(表

3 ・3'20"参n粉。教師が隣のグループを誉め

具体的な助言をして見せることで,グループの

活動が触発されたといえる。そして,グループ

メンバーがA児にポーズを求め括重力への参加を

促す行動をとることでA児もグループ活動に参

加できるようになっていった(表3 ・3'30"参

旦買)。

後に,T UよA児達のグループの前に立ち「於

後のポーズ」と声をかけて太鼓を一打し,グルー

プメンバーがポーズをとった。そして, T 1が

A児達のグループのポーズを見て「あらかわい

ここかわいい。かーわーいい。」とい,
^^

、^(^ 0

肯定的な声をかけていた(表3 ・ 8'02"参照)。

また, T3 もA児のグループを指差し「かわい

い1 と肯定的な声をかけていたじ喪3 ・8'02"

ぢ覗の。 T 1が立ち去るとA児以外のグループ

メンバーはすぐにポーズをやめ,各白が遊び始

めた(表 3 ・ 8' 08"参熈り。しかし, A児はT

1が立ち去った後もポーズを続け2種類のポー

ズを組み合わせていた(表 3 ・ 8'14"参照)。

そして,ポーズ開始時から終了までの11、¥闇は

17秒と長い時問をかけて表現を行っていた。

ポーズの時問が長いことと体幹を捻る動きが加

わったことは,前出の細川ら(2005)の削作

ダンスにおける技能の評価基準からも技能の向

上が示唆される。

授業の旦'体的な記述から対象とした授業の教

師の指導と'泙価の特徴として「肯定的な指導と

評価」かあげられる。この教師のグループに対

する畔"'的な指導と評価」は,他のグルーブ

にも伝わったことで教室は活動に取り組む児童

の歓声に満ちあふれていたのではないだろう

か。心身の匁村攻を伴う表現活動において,教師

のグループに対する「肯定的な指導と評価」は,

表現活動を活発にする効果的な指導のーつであ

ろう。



本研究の目的は①インクルーシブダンス授業

におけるグルーフ畴11作場画で観察されたA児を

取り巻く相互作用とポーズの変化との関連に焦

点をあて,より具体的に障がい児の変容を明ら

かにする。②教師の指導行動に着目し,グルー

プ活動か活発になるための効果的な指導のあり

方をも明らかにする,の2点であった。

参与観察.相互行為分祈,社会的相互作用の

分析測度を用いた結果から以下のことが明らか

になった。

①については, rA児を取り巻く人々との相

互作用とポーズの変化との関連一特に『観察』

「模佐力行動に着目してー」 rA児の表現技能の

変容」 rA児を取り巻く人々との人闇関係の変

容」といった観点から, A児の変容を明らかに

することができた。 4.1 ~4.4で,その内容

を再仔鈴忍したい。

4.結
4.2 A児を取り巻く相互作用とボーズの変

化との関連性

A児が授業中にとった12ポーズ中,9ポー

ズが相互作用を介した結果出現したことが明ら

かになった。よって,耶章がいのある子どもは,

障がいのない子どもと・→渚に身体活動を行うと

き,動きの発現に際して,近くにいる友達の動

きに影縛を受けるJことの再現性が検証された。

4.]表現行動の発現時にみられる「観察」

と「模倣」の意義について

グループでポーズを吉える場面で「グループ

内の C4がCI・C2のボーズを模倣する様子や

T3がグループの子ども達のポーズを模倣して

いる様子」をA児が観察していたという行動が

見られた。 A児のポーズにはC2が練習してい

るポーズの一部を模倣し取り入れたものがみら

れた。 A児は仲間が他の子どものポーズを模倣

する様子を観察していた。 A児は他児の行動を

「観察」することによって他児のポーズを中剣加

していたと吉えられる。

前述のように,インクルーシブ教育において

障がい児には「健常児の模倣によるスキルの向

上」という効果が期待される。本研究では,「模

倣」の前段階として「観察」という行動が存在

すること力畑打らかになった。
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4,3 グループ創作時にみせたA児のポーズ

における技能の変容

A児のボーズを技能面から分折すると,「身

体」の項目では,始めは「身体の・・・部だけを動

かし,その他の部分が使えていない」米熟な段

階であったが.グループ創作・表現活動の過程

で「身イ木全体を使える」段階へ進歩したと評価

じきた。

「動きの変化」の項目については,始めは「立っ

たままの動きが多い」未熟な段階であった。ま

た,体幹を正面に向けていたことから f前向き

の動きが多いJ末熟な段階であると評価できた。

活動が進むうちに, A児は「体幹を捻る動き」

「休幹の面を変える動き」「高低のある動き」が

できるようになり,立休感のある動きへと進歩

した。

よって,インクルーシブなグループ倉嚇乍活動

における仲問との動きのやりとりを通してA児

の表現技能は向上したとぢぇられる。

4.4 中期のA児を取り巻く人間関係の変容

4時問目でのA児とグルーブメンバーとの位

置関係はグルーブメンバーに体を向けることな

く距離も跳れていた。 A児はグループの子ども

達と一緒に行動することはなく,口を閉じ冷た

い表情をしていた。この位置関係や表情からは,

A児とグルーブとの人問関係の反映が読み取れ

る。

5時問目のグループ創作活動では, A児のク

一
=
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ループ内の子ども達からの働きかけによって共

に活動に参加することができ,演技ポジション

も決まって居場所ができ,表佶にも笑顔が見ら

れた。

よって,仲闇との距離の変化・表情の変化な

どから,インクルーシブなグループ倉11作活動を

通して,対象児は健常児に受け入れられ,自分

を発揮することに満足できたとみることができ

よう。

さらに,5時冏目にはA児が笑顔でT 1に走

り寄り手を差し伸べて話しかける行到功ゞ1事例

あった。芋Π列は1つだけであるがそれまで自分

から交流学級先の子どもや教師に働きかけるこ

とのなかったA児からT1に働きかけを行った

ことは, A児の人間関係の広がりを示唆するで

あろう。またこの行動は. A児が最終的に創作

したのびゃかなポーズの直後に出現している。

このT1への行動はA兇の嫡しい気持ちや教帥

に認めてほしい気持ちの太れであるとみること

ができる。

変化との関述一特に『観察』『模倣』行動に着

目してーj「A児の表現技能の変容」 rA児を取

り巻く人々との人問関係の変容」といった観点

から, A児の変容を明らかにすることができた。

今後の課題としてA児のポーズと心情との関係

ーすなわち,出現したポーズかヌJ象児のどんな

心情を反映しているかーを統み取っていくこと

力9詮げられる。さらに,インクルーシブダンス

授業を受けた健常児の障がい児に対する,忍,織の

変化を探っていく必要があるだろう。

オゞ事例では小学校低学年を取り上げた。今後

は中学年,高学年のインクルーシブダンス援業

を実践していくことで各発達段階でのインク

ルーシブ教育の効果を明らかにして{・、きたい。

4.5教師のグループに対する指導と評価

②については,授業の貝体的な記述から対象

とした授業の教師の指導と評価の特徴として

「肯定的な指導と評価」が明らかになった。 、^

の教師のグループに対する「肯定的な指導と評

価」が他のグルーブにも伝播することで,子ど

も達の学習活動への械極的な取り組みを促した

と吉えられる。

対象授業で行われていた教師のグループに文1

する「肯定的な指導と評価」は,子ども述の喪

現活動を活発にする効果的な指導の・・・・つであろ

水研究の尖施にあたって寛大なご理解と多大

なご恊力をいただきました恊力校の関係者の皆

様に心から感謝とお礼を中し上げます。

つ。

謝

4.6.今後の課題

インクルーシブダンス授業における創作活動

を通してのA児の変容を明らかにするために

rA児を取り巻く人々との相互作用とポーズの

辞

D 本郷一夫 a989)統合保育所における障

がい児に対する保母のはたらきかけの効果に

ついて一再現性の検討と数量化Ⅱ類による分

析一.東北大学教育4}を1祁研究年報:7195

2)細川打1利子・・佐藤みどり・宮本乙女化(川5)

創作ダンス授業における学習者の技能J価一

技能評価基準作成の献みー.群踊教育学哘仟究

靜17 号.15

3)イゴ煕広昭編(20ODAV機器をもってフィ

ルドヘ一保育・教育・社会的実践の理解と研

究のために一新曜社.

4)岩谷友洋(2009)体育におけるインクルー

シブダンス授業で観察された社会的相互作用

と授業場面との関連性一知的障がい児の事例

についてー.島根大学大学院教育学研究科教
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註1.本研究では,「社会的相互作用」を「あ

る個人が他者に働きかけ影符を与えると

同時に,他膏もその個人に働きかけ影響

を与える,このような関係が成_立してい

ること」と定義する(小川、 1997)。

註2,この評価規準は,「身体」「動きの変化と

連続J 「イメージ」の3大評価項目から成

る。これらの評価項目は,以下のサブカ

テコ'リーから構成されている。すなわち

「身体」は「令身」「視線」から・「動きの

変化と連続J は「動きの変化(多様性)」

「空問」印寺問」「カ」唖力きの連続Jから

「イメージ」は「イメージとの関わり」か

ら構成されている。本研究では,対象授

業での課題がりズムダンスでのポーズの

盲11作であったことから,これらの評価項

目のうち「身体」 f動きの変化J を抽出し,

考察を加えた。
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